
まえがき

近代社会の一つの特長はガス・電気・上下水道・電話

などの便利な設備を利用し，快適で能率のよい生活をい

となめることであろう．ところでこれらの設備は都会や

工場の美説保持と交通のさまたげになるのを防ぐため地

下に埋められ，われわれの眼に触れることが少い．この

ため日常欠くことのできぬ空気とおなじように，ふだん

はその存在に気がつかないものである．しかし停電や断

水などで工場の生産や日常生活が大きく乱されると，は

じめてその存在に気がつき，これらの設備を修理するた

め作業員が路面下のマンホールで忙しく働いているのを

見かけることにより，都会や工場の路面に存在するマン

ホールの数に驚ろかされるであろう．特に大都会の路面

下は図 1に見られるようにこれらの設備で複そうし路面

以上の混雑を呈しているが，これに伴

う危峻に対する関心はマンホールの存

在と同じく極めて低調であるため，思

いがけない災害がしばしば生じてお

り，最近の地下設備の発達とともにま

すます増加の領向を示しはじめてきた

ので，その事情を紹介し，併せて対策

について述べてみることにする．

いろいろな事故

これらの設備による事故のうち，都

市ガス系統ぱガスそのものが中奇と爆

発の危険性をもつているので事故に対

する関心も比較的深いが，その他の電

話・慣気・上下水道などではその関心

は一般：こ薄いようである．しかし外国

災害とその対策

のように古くから地下設備の発達した国では爆発や中毒

などの事故もその歴史は古く， 下水を例にとれば 1886

年より爆発事故の記録が存在しているほどである．特に

被害の大苔かつたものは 1913年と 1916年アメリカ・ヒ°

ッツバーグ市の爆発事故で道路 3km余りと，ガス・水

道はもちろん建物にも被害を及ぼし，上下水道破壊のた

め洪水を生じたほどであり，それぞれ現在の邦貨に換算

してざつと 2偉円と 1億円の損害を与えている．このよ

うな苦い経験からアメリカではあらゆる地下設備の事故

防止に対する関心は非常に深く，ロスアンゼルス市では

約14万の各種マンホールや地下構追物内の空気を 1948

年迄の 15年間に延べ 100万回もガス分析をおこない，

9000個所に爆発性ガスの存在を認めたと報告されてい

るほどで， 安全確保のために大善な努力が払われてい

る．

図 1
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一方わヵゞ国の著しい近代化は最近ようやく地下設備の

発達をともない，都会や工場では外国と同じような事故

を発生しはじめてきにたとえば石油，油脂工場などの

下水に流出した引火性液体が，たばこや溶接の火花から

引火爆発したような事故椴告は少くない．しかしこのよ

うな工場内の事故は新聞やラジオにあまり報ぜられてい

ないため，その例を知る人は少い．ところが道路上のマ

ンホールのガス事故は多くの人の眼に触れるし，新聞や

ラジオも大苔く報ずるので記憶している人も少くないで

あろう．これらの例は古くは大正時代の新聞記事にも見

られており， 現在迄最も被害の大苔かつたのは昭和 30

年台東区の下水爆発事故ではなかろうか．この惨状は空

襲を思わせるほどの規模で，追路 1kmを破壊し，停濯

のため電車は止まり，家の灯も消され若干の負偽者さえ

生じたほどである． 近年の主な事故としては昭和 32年

日本橋の噂話線マンホールが次々と爆発し，麻店の大き

なショーウインドや窓ガラス多数を破壊した例があった

が，幸にも負傷者はなかつこしかしこの事故の半年後

の11月に同じ日本橋で起つに電話線マンホールの爆発

事故では工事人 2名が貝傷した．今年に入ってからはす

でに新宿区で下水が 2件，江東区で電気ケーブルが 1件

と計 3件の爆発や火災事故が発生しており，それぞれ 1

カ月から 1週間の負傷者 1名を出している．

このようなマンホールの爆発とともに，見逃すことの

で忍ない災害にガス中毒や窒息事故があげられる．これ

も都市ガス系統は一酸化炭素中毒が心配されているが，

漏れた都市ガスの侵入する例もあるため，都市ガス以外

の各種マンホールでも注意を払わなければならない．次

にマンホールや下水内に溜つた有機物から発生する硫化

水素，アンモニアなどによる中毒や，炭酸ガス，メタン

などの多量発生による相対的な酸桑欠乏による窒息もい

まだに跡を断つていない．

この他珍らしい事故として，霞話ケーブル工事の際に

持込んだ暖房用コンロから発生した一酸化炭素による中

毒ゃ，工事の連絡が謳かつたため白昼の銀座でマンホー

ルの蓋を閉められ危く窒息死寸部に救功されに事故など

をふくめ，マンホールや地下構造物内作業には常に大き

な危険が伴つているものであるかが理解できよう．

このような爆発・火災・中毒・窒息などの恐ろしい事

故の主役は，各種ガスや引火性液体に与みられているの

で，まずこれらの物質がどのように発生するのか調べて

みることにする．

a) 燃料ガス

都会で最も広く用いられている都市ガス，近郊部市に

図 2 人絹工場の爆発現場

着及しているプロパンガス，特定な地方に産出するメタ

ンガスなどがわれわれの家庭や一般工場で多縁に使用さ

れている．そしてこれらのガスはプロパンを除き配管に

より供給されており，近頃ては都市ガスは工場を集中し

長距離配管により能率をあげる傾向を示しはじめ，また

メタンも産地より直接都会や工業地帯へ趾管輸送する計

画も報ぜられている．この他化学工場，製鉄工場などで

は水性ガス・高炉ガス• 発生炉ガス・油ガスなどの利用

も盛んで，工場内にはこれら配管がはりめぐらされてい

る．造船所，造機工場などの溶接や切断用のアセチレン

と酸素も一種の燃料ガスと考えてよく，これも最近では

広い工場のずふずみまで配管輸送されている例が非常に

多くなつて苔た．

このような配管の多くは地下の暗苔よ内に設置される

か，または直接地下に埋められているため常に腐蝕が心

配され，特に土質が中性でなかつたり，有機質のものを

多量に含んでいたりすると腐独は著しくなる．都会の路

面電車や直流を使う工場の帰線からの電蝕も問題であ

り， このため電気工作物規程にもいろいろの制限をもう

けてあり，電蝕対策の委貝会なども地下配管の複そうし

ている都会で開かれるなど腐蝕防止に努力が払われてい

る．また地震の多いわが国では地震による配管の担傷も

考えられ，地すべり・洪水なども地盤の移動を伴うので

地震と同じような被害を生ずることもある．この他保守

や修理のため掘返すことが配管をいためる場合もあり，

この際工事人が損偽桐所を貢任者に報告しないで，いい

かげんに直してしまう心配もある．なお最近の自動車の
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激増と大型化により配管が大きな損傷を受ける例も少く りが続いた 7月の初旬，浅草の地金店の真銃が黒変し話

ない．このような腐蝕ゃ損傷はガス漏れの原因となり， 題となつた際，工場の煙突からでる煙に含まれている亜

同時にマンホール内にガスを存在させる原因の一つとし 硫酸ガスとわかつたが，はじめは川の流れが減少したた

て常に注意しなければならない間題である． め有機物から発生した硫化水索がその原因と考えられた

昭和30年，台東区の下水管事故はガス管の自然腐蝕に のも理由のない推定ではないのである．戦時中ガス燃料

よる都市ガスの漏れが主原因と推定され，また電車帰線 の不足を助けるため実験室用のメタン発生装置が者案さ

による電触も電話ケーブルのマンホールにその例をみて れ，メタン 50%程度のものが実用化されにことも，こ

いる．掘返し工事の例としては昭和31年人絹工場の暗 の現象を応用したものである．この他占井戸・野菜の貯

善よ爆発事故があり，いいかげんな配管除去作業のため 蔵穴・サイロなどでの窒息事故はこれらのガスや，柏物

水素が漏れ，タガネの火花から爆発し 1名が菫傷を負つ の呼吸により発生する炭酸ガスが多量に存在していたた

た．図 2はその事故現場の写真で厚いコンクリートが破 め酸系欠乏により生ずるものと推定される．爆発事故例

壊され，その恐ろし言を物語っている． としては昨年下水浄化槽上で清掃作業中たばこの火から

b) 電気・電話ケーブルなとの絶緑物からのガス

過霞流や霞鰊などにより絶緑物が劣化し，電気や電話

ケーブルが火災となったり，高熱のため有機質が乾溜さ

れて可燃性ガスを発生し，爆発を生じたりすることがあ

る． このガスは一酸化炭素・水素・メタン・炭酸ガスな

どが主なものであるが絶綜物の種類や加熱時間と温度に

よりガスの組成は大変違つてくる．表1はその分析例を

涅しfこもので，発生源が固体であるためわずかな絶縁物

からも多量のガスを発生し，突発的に事故を忌す特長を

もつている．昭和 32年日本橋の電話線マンホールの爆

発はこの種の乾溜ガスによる事故と推定してよいのでは

なかろうか．また川崎や江東区で発生した電気ケーブル

の火災や爆発に対してその原因は明確でないが，高圧配

諮が地下にもぐりはじめているので，今後この種の事故

を予防するため十分注意しなければならない．

c) 醗酵・腐敗ガス

汚物や塵などの有機物が長期閲多呈の降雨がないため

マンホールにたまつたり，下水溝の勾配がゆるいため停

滞したりすると，ある条件のもとで細菌により有機物が

分解され，メタン・炭酸ガス・硫化水素・アンモニア・

水素などを発生する．利根川の流れも止つたはどの日照

表 1 絶緑物の乾濯ガス

227 "'300°C 300"-'362cc 
15時閻以内 5時間15分以内

炭酸ガス 55.9 8.5 

一酸化炭素 25.3 7.1 

水 宇ァ食 15.3 30.9 

メ 夕 ン 2.5 44.3 

重炭化水索 1.0 9.2 

（綿コイルを含浸したもの） 単位％

爆発を生じ， 1名が死亡し， 1名が火傷を負った例があ

る．これはマンホールの蓋をあけ換気をはかつたため爆

発性ガスを作つにもので， もし換気をせずに直ちに内部

へ入ったなら窒息していたであろう．同じ浄化槽でやは

り昨年ガス中毒者数名を出した事故を生じたが， くわし

い報告を見ていないので明確な原因はわからないが換気

をせずに直ちに内部に入つにためではなかろうか．爆発

ゃ中毒のどもらにしてもこの種のガスに対する認識不足

が事故を発生させる大忍な原囚の一つといえよう．表 2

は外国都市における下水内ガスの分析例で，爆発や窒息

の危険性の存在を物語っている．

d) 可燃性液体

可燃性溶剤は家庭や工場で，洗淮をはじめ塗装• 印刷

などに広く用いられており，また可燃性の液体燃料は自

動車から家庭用のコンロに至るまで極めて多量に消費さ

れている．したがつてこれらの液体は化学工場や石油工

場で生産されたうえタンクやサービス・ステーションに

貯蔵されて消費者の手に渡つている．この他製油工場・

製薬工場・化学工場などでも抽出用に多鼠の溶剤が使用

され，工業の発展と共にその用途を広めている．

このような液体は表面張力が小さいので製造装匿や貯

蔵タンクのわずかの穴やクラックから漏れに I)' 燃料ガ

表 2 下水ガス分析例

パリ下水 下水タンク

炭酸ガス 2.01 3.3 "'29.4 

至匹 索 81 21 2.9 rv 23.3 

水 素

゜
"'8.2 

硫化水素 2.99 

゜
,.._, 0.1 

メタン・エタン 63.0 ,...., 84.2 

酸 索 13 79 

゜
,...., 1.2 
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スの項で説明したような原因による配管の損傷などから

も漏れ出し，下水溝やマンホール内に流入することが予

想される．また洗剤として使用され，不用になつにもの

を下水に棄てることも見うけられるので，この面からの

流入も考慮しなければならない．灯油などの引火点の高

い油は比較的火災の心配は少いはずであるが，工場から

の廃蒸気や温水の放流により加温されることもあるの

で，低引火点のものと同じ注意が必要である．このよう

な可燃性液体の多くのものは水より軽い性質をもつてい

るので，下水の場合水面上にたまるし，重いものでもわ

ずかの追いしかないので流速の早い下水中では水による

シールを期待で苔ないなど爆発や引火の危険性は大き

い．さらに液体であるためわずかな量でもガス体になる

表

と大きな容積を占めるので一層この危険は増大すること

になる．このような危険性については実際的な規模での

実験も報告されており，非常に大苔な破壊力を示してい

た．

この種の可燃性液体による事故例は製油工場，石油工

場などからしばしば報告されているが，一般道路のマン

ホールでの事故はほとんど報告されていない． これは一

般道路上のマンホール事故の場合その原因のほとんどが

メタンの発生や都市ガスの漏れと新聞に報ぜられている

ためであるが，火災も状況不明な場合はしばしばその原

因を漏電にしたがるのと同じようなことかもしれない．

したがつてマンホールの事故もその原因をよく調べてみ

るとメタンの発生していだためばかりでなく，可燃性液

3
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アセチレン爆発，窒息，麻酔

種 類 危 険 性

アンモニア i爆発，中毒

一酸化炭素爆発，中毒

酸素I

（不足） I 窒息

酸素I
（過剰）！

火災

水 素爆発，窒息

炭酸ガス窒息

プロパど爆発

ン爆発，窒息

都市ガス瀑発，中毒

メチ）レ・ク I

ロライトゞ ！爆発

硫化水素爆発，中毒

メ 夕

ガソリン爆発，中毒

四塩化炭素

灯油

二硫化炭素

中毒

爆発，火災

爆発，中毒

ベンゾールI爆発，中毒

引火点
(°C) 

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

-43 

38rv74 

-30 

-11 

比量
（空気=1) 

0.90 

0.58 

0.97 

7

2

6

 

1

0

5

5

 

•••• 1

0

1

1

 

0.5'.J 

く 1

1.78 

1.18 

3 ,..__, 4 

5.31 

> 1 

2.64 

2.77 

爆発範囲
(Vol%) 

2,5,....,_,31 

16 

4
 

6
 

rv25 

12. 5rv74 

rv75 

2,2,....., 9.5 

5,3,.....,14 

rv35 

10.7f"vl7.4 

4. 3/"v45 

1.4/"v 7. 6 

1.16"'6.0 

1. 25"'44 

1.4-"7.1 

恕限度
(Vol%) 

0.01 

0.01 

1h 

0.01 

0.002 

0.05 

0.005 

0.002 

0.0035 
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図 3 干渉計

体が存在していたことも案外多いのではないかと思われ

る．

e) 化学薬品

化学工場ではほとんどの物質が配管により輸送されて

おり，漏れると危険なものが少くない．たとえば二硫化

炭索・アンモニア・水素などすべての危険な原料や製品

の名前をあげることは不可能に近い．化学工場ばかりか

一般の工場や実験室でもしばしば用いられるカーバイド

や金属ナトリウムなどは水に触れると可燃性ガスを発生

するので不用になつた薬品を下水に棄てることは大変危

険である．

外国の化学研究所の下水爆発事故は不用な二硫化炭素

を下水に注入したため発生し，学生 2名が負傷しに以

前は危険予防のため地中に埋めていたが臭気の苦情から

下水に棄てるようにしたための事故であった．カーバイ

ドの例としては化学工場や造船所でカーバイドかすを下

水に捨てにためアセチレンを発生し，溶接の火花などか

ら爆発した事故も二，三報告されているこのように下

水への化学薬品の廃棄は爆発の危険を伴うばかりか有毒

物の場合は公害の恐れもあるので専門家の指示に従い安

全な方法で処理しなければならない．

f) その他

事故例は少いかまたは全く発生していないが冷凍機用

のアンモニア，メチルクロライドなどの冷媒の漏れによ

る爆発や中毒，濃厚酸素の痴棄や漏れによる火災，地下

に設けられたトランスの爆発，ケーブルに封入されてい

A: 空気室 G: 平行平面鏡 s : 光源

B: ガス室 P: プリズム I T: 望遠鏡

F: スリット R: プリズムII

図 4 干渉計の構造図

る窒素の漏れによる窒息などは冷房や電話の普及，盛ん

な酸素の需要，高圧配線の地下移行化などから今後十分

な注意が必要であろう．

以上でガスの発生状況を説明したわけであるが，梱々

のガスや液体の性質については表3を参照してもらいた

い．ここで示されている危険性は爆発・火災・中毒・窒

息などについてそのガスが持つているものを記入した．

例えばメタンなら低濃度では爆発を，高濃度では酸素欠

乏による窒息，不燃性の四塩化炭素では極微量で中毒の

みの心配があるわけである．引火点はガスの場合常時引

火するが，液体は一定温度以上でないと引火しない．そ

の最低温度を示し危険の目安としにガスの比重は空気

を棟準としにもので軽いものはマンホールの蓋をとるだ

けでも逃げ易いが，重いものは停滞して逃げにくいので

危険である．換気の場合この点に注意しなければ，十分

な効呆を期待で言ない．爆発範囲は空気と混ざつた場合

の容量％で，上限界の高いものは爆発ばかりか窒息の心

配も伴う．例えば 50%のガス濃度では酸素が 10% Iこ

減少するので酸素欠乏症を示してくる．恕限度は毒性の

目安として参考のために記入した．数値は統一されてい

るものもあるが，まちまちなものもある．分析器具は代

表的なものを記入したが厳密な意味でなく，常識的なも

のとした．例えば一酸化炭素は中毒が恐ろしいので微量

分析が必要であり，検知管が適している．しかし干渉計

や爆発計で測定できないのではなく，恕限度に近い濃度

は測定不能なため記入しなかつfこ． くわし？．はガス分析

の項を参考にしてもらいたい．

点火源の種類

中毒や窒息の場合は点火源に関係なく事故を発生する

が，爆発や火災の事故は“火のない所に煙はだfこない”

のにとえどおり必ず点火源が存在している．ロサンゼル
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ス市で 9000個のマンホールに爆発性ガスを検出しだが，

もしも点火源が常に存在していfこなら多数の爆発事故を

発生していたはずである．しだがつて爆発に重大な関係

をもつている点火源についても，爆発性ガスや引火性液

体と同じような正しい理解が必要となってくる．

a) 電気的点火源

これには三つの種類があり，一つは絶縁劣化による短

絡である．この点火源はさきに説明した電線，電話ケー

ブルから発生したガスの点火源になりやすい．次ぱ爆発

性ガスを排除するための換気装置のモーター，作業用の

照明灯などの電気機番から発生する火花である．昭和32

年日本橋の事故ぱ換気装置のモーターが点火源となつた

もので，折角の事故防止の換気作業がかえつて事故を誘

発させてしまつたわけである．この場合火花を発生する

機盛を爆発性ガスのない安全な場所に甑いて連転する

か，または完全な防爆機器の使用が望ましい．最後は静

電気の蓄積による火花で，ガスや液体が早い速度で配管

から噴出する時に発生するが，ゴミや銹があると一唇多

量の静電気を生ずる．このように蓄積された電気は空気

の絶縁をやぶることなどにより火花を生じ，点火源とな

る場合もある．わが国は湿度が高いので静電気は発生し

にくいといわれているが，今年のようにドライな時もあ

るので考慮することも無駄ではないであろう．

b) その他の点火源

爆発性ガスや引火性液体の存在が予想されるマンホー

ル内に作業用のトーチランプやバーナーなど，ガス検知

前の裸火の持込みはいうまでもなく，ライターなどの発

火器具の携帯も事故を起した例があり，共に禁止しなけ

ればならない．この他路面工事の道路にみられる夜間の

危険標示用の灯火をはじめ，歩行者や工事人の喫煙，自

動車の排気なども点火源として問題になるばかりでな

く，タガネの火花なども二，三の事故例がありその危険

が知られている．

ガス分祈

今迄の説明からどんな場所にどんな危険が潜んでいる

かが推定された．ところが都会や工場の路而下は各種の

設湖が重複しているので，危険性ガスが必ずしも推定し

たものと一致するとは限らない． これは地下設備の防水

工事が費用の瓜で完全を期しがたいため，マンホールに

排水口をもうけ下水に連絡していることや，防水工事の

不完全なことからマンホールや地下設備内へ浸人を防ぐ

ことなどはとても困難な間題である．し化がつてマンホ

図 5 北川式ガス検知堺

ール内の空気を分析し，正確なガスの種類と濃度を知る

ことが修理や点検のため内部に入る時はもちろん，換気

や保守の点から是非実行されねばならないことである．

この点昔は古井戸の空気分析に犬を吊りさげ，そのな言

声で判断したり，酒の貯蔵穴ではローソクを持つて入り

炎の消えることを窒息の赤信号と考えるなど不便な方法

で分析していた．しかし現在では数々の悪条件をもつ現

場で， 高度の技術者でなくとも簡単に取扱うことがで

恙，迅速に分析結果を得られる携帯用ガス検知岱具が発

逹しており， この点大変便利になっているのでその内容

を紹介してみることとする．

a) 干渉計型ガス分析計

わが国が批界にさきがけて実用化したもので，携帯用

ガス分析計として優秀な性能をもつている．この原理は

光がガス体の中を進むときに，それぞれのガスについて

わずかに異る屈折率の差を干渉縞の移動から知るもので

ある，この場合屈折率の差がガス濃度を示すもので，一

般に標準ガスには空気を利用しているだめ空気中に混入

してくるどんなガスでも測定できる．ただし一酸化炭素

や硫化水素のように毒性の強いもので，屈折率が空気に

近いものの微量は分析で苔ない．次に水素は他のガスと

異り屈折率が空気より小さいため，マイナスの結果を表

わすから水素の混入が予想されるガスの測定には次に述

べる吸着剤の利用や，熱伝導度，比軍など水素の著しい

物理特性をとらえて判断することが必要であ入う．した

がつてガスの定性的分析はやや困難であるが，適当なガ

ス吸着剤を使用すればある程度解決で苔る問題であり，

炭酸ガス，酸素などに応用されている．計料の構造はシ

ヤッターのないカメラと考えてよく，保守も比較的簡単

であるので，炭鉱円のような悪条件のそろつている場所
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でも広く利用されている．

b) , 検知管

これはガスの化学反応による色の変化より濃度を測定

ずる方法を改良し，変色の長さから各種ガスの微量を撰

択的に分析するものである（一酸化炭素は色の比較）．

色の変化を利用したものであるから誰れにも理解しやず

く，また ppm単位程度の微量分析が可能な点などに大

言な特長をもつている．特に一酸化炭素のように無臭で

しかも毒性の強いガスには不可欠のものといえよう．

c) 安全灯式ガス検定灯

炭鉱で安全に使用で苔る灯火として発明されたディヒ，.

一灯がその原理で，鉱内のメタンガス量に比例して炎が

長くなり，酸素が欠乏していれば炎が短くなる現象をと

らえてガス濃度を知るものである．検知管と同じく炎の

長さを眼で知ることがで苔る点便利だが防爆性能の点か

らアセチレンや水素の測定は危険である．わが国では炭

鉱以外に利用されていないが，単純な窒息の恐れある場

所での利用は検討されてよいものであろう．

d) 爆発計

外国で普及している沿具だが，わが国では干渉計型ガ

ス分析計が広く使用されているので殆んどみかけない．

図7はその配線図で原狸は触媒上で可燃性ガスを燃焼さ

ぜ，その熱による抵抗変化をホィートストン・ブリッジ

の針の移動からガス濃度を読むものである．このため干

図 6 安全灯

~ 

ZERO ADJUSTMENT 

VOLT ADJUSTMENT 

図 7 燃焼式爆発計配線図

渉計は空気の異常を知ることがで言る力もこのものは可

燃性ガスに限り分析される．これも安全灯式検定灯と同

じく防爆性能上アセチレンや水素の測定は危険である．

以上携搭用ガス分析器具のうち主なものを示してみた

叫， この他炎色反応式，磁気酸素分析計などもあるが特

殊なものであるから省略しfこ． これらの器具はそれぞれ

の特長をもつており，し「こがつて実際に応用する時には

干渉計・検知管• 安全灯などを組合せたり，ガス吸着剤

を使用し分析結県の正確を期ずることが望ましい．表 4

ぱ外国の例を示した

最後に当然のことながら使用者は計沿について止しい

理解を深め，その保守も常に完全であることが分析精度

を保つにめに大切なことである．

事故を防止するためには

ガスや液体が配管から漏れることを防ぐのが大切であ

る．このことは安全の面ばかりでなく経済面からの極め

てあたりまえのことであるが，硯状では漏れを防ぐこと

の完全は期しがたいしだがつて漏れたり，自然に発生

したりする限に見えないガスの存在を分析器具でその種

類や濃皮をとらえ，対策をたてることが必要である．こ

のためマンホール内に入る時のガス分析は熊論のこと，

更に定期的なガス分析を実施し，ガス漏れや自然発生を

早期に発見して漏れの個所を修理したり清掃，換気によ

りガスの自然発生を防止することが望ましい．このよう

な修理や点検のため内部に入る場合はまずガス分析をお

ー、一



表 4
 

安全灯炎 爆 発

不変

不変

不変

長くなり消え
る

長くなり消え
る

短くなり消え
る

短くなり消え
る

短くなり消え
る

0

0

0

 

1

1

 

計＼・／
9ベ

10 

60 

60 

<60 

試験紙の10分
後の変化

飢

氣

黒

煎

内部に入る
こと

― -
顛～微 佃ヽ

‘‘‘
可

僅 無 否

僅 有否

<60 

゜
10 

<60 

<60 

黒

無

無

黒

ガ ス 組 成

爆発下限に近いか）それ以上

爆発下限に近いか，それ以上

酸素欠乏，可燃性ガス無し

酸素欠乏と可燃性ガスの混ざ
ったもの

酸素欠乏と可燃性ガスの混ざ
ったもの

一酸化炭素

無

有

顛

無

有

否

否

否

否

否

※ 爆発下隈を 100とした場合の数値を示す．

こない，異常を認めにら換気装脳で換気し，再度ガス分

析により内部が安全な空気であることを確めなければな

らない．作業に火気を使う場合にも常時換気装置を運転

し，マンホール内の空気を新鮮なものとしておくことも

大切である，都市ガス系のマンホールでは不測のガス噴

出を考慰し，防毒マスクなどの保護具を携行させる．

次に作業者の安全教育や一般社会人の関心を高めるた

めの努力も忘れてはならない．マンホール内ヘコンロを

持込んだ「こめ一酸化炭素中毒になったり，連絡の不徹底

からマンホールの蓋をしめられてしまう事故などは安全

常識の欠除が原因といえる．ガス漏れの防止が困難なの

に，わざわざ不用になった引火性液体を下水に流されて

はかなわない． この種の危険性を一般の人々に知らせて

協力してもらわなければ，事故防止を期待することはで

恙ない．わが国では昔から下水や河に汚物やゴミを棄て

る悪習が今なを残っているので，特にこの面における一

般の人々の協力を望みたいものである

が，これを文明のバロメーターと喜んでいては大変であ

る．放射能の有害性が盛んに議論されるのと同じく，わ

れわれの足もとのマンホール内に存在している爆発性ガ

スや毒性ガスにも多少の関心を持つてもらうため本文が

役に立てば幸である．
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